
出典：Sustainable Development Report 2020

世界の通信簿は
赤点だらけ。
私たちは
何ができるだろう。

SDGs（Sustainable Development Goals： 持続可能

な開発目標）は、「誰一人取り残さない（leave no one 

behind）」持続可能でよりよい社会の実現をめざす世界

共通の目標です。2030年を達成年限として、17のゴール

と169のターゲットから構成されています。

各国は総力を挙げてSDGs達成に向けて取り組んでい

ますが、残念ながらその達成状況はあまり芳しくありませ

ん。下図はOECD（経済協力開発機構）加盟国の達

成状況を表した2020年版の通信簿です。現在達成でき

ているのは緑色の項目だけと寂しいかぎり。特に赤色は

Major challenges remain（大きな努力が必要）で、い

わば「落第点（赤点）」。G2（飢餓をゼロに）、G12（つ

くる責任つかう責任）、G13（気候変動に具体的な対策

を)、G14（海の豊かさを守ろう）、G17（パートナーシッ

プで目標を達成しよう）などの達成が厳しめです。こうし

た状況に2019年9月に開催された「SDGサミット」では

グテーレス国連事務総長が「2030年までをSDGs達成

に向けた『行動の10年』にする必要がある」と危機感

を表明しましたが、新型コロナウイルス感染症のパンデミッ

クで進捗状況はさらに悪化しています。

SDGsの項目をはじめとして、世界にはたくさんの大きな課

題があり、私たちはその一つひとつに取り組んでいかなけ

ればなりません。そのためには、一人ひとりが思い描くあ

るべき世界の「平和」の姿をグローバルな視点で考え、

実現のために実行できる力を培う必要があります。グロー

バル・リベラルアーツ（GLA）学部では、Humanities, 

Societies, Global Studiesを中心とした分野で深い教養

を身につけ、獲得した高い英語運用能力、コミュニケーショ

ン能力を駆使して、世界の平和と繁栄のために活躍でき

る人を育てます。

世界基準のリベラルアーツで、
世界の課題に取り組む

1211


